
(宛 先 )

T100-8916
電話

FAX

厚生労働省 医薬・生活衛生局
食 品基準審査課 残留農薬等基準審査室 宛

東京都千代田区霞が関1-2-2
03(5253)1111(内線4289)
03(3595)2423(18時以降)

03-3595-2432(残 留農薬等基準審査室FAX)

寄付金・契約金等受取(割 当て)額等回答表

令和 十 年

"月
1準 日

令和4年4月 28日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取(割 当て)額等について、別紙のとおり回

答する。

①食品中の塩化ジデシルジメチルアンモニウムの残留基準の設定について

②食品中のオルトジクロロベンゼンの残留基準の設定について

③食品中のクロキサシリンの残留基準の設定について

④食品中のナイカルバジンの残留基準の設定について

⑤食品中のエトフェンプロックスの残留基準の設定について

⑥食品中のテトラコナゾールの残留基準の設定について

⑦食品中のフェンセ如キシメートの残留基準の設定について

③食品中のフルエンスルホンの残留基準の設定について

⑨食品中のフロラスラムの残留基準の設定について



①食品中の塩化ジデシルジメチルアンモニウムの残留基準の設定について

冥 翼 器 繁 痰 緩 警
識 皿 雌

― ― ― ― ― 蔦 画 面 正 面 デ 〆 無し● 寄付金・契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 令和2年度

□ 令和3年度

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 令和2年度

□ 令和3年度

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

企業名(製造企業等): 共立製薬株式会社

当該年度における受取額

□ 50万円以下
'□ 50万円超～500万 円以下

□ 500万円超

●

●

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

→ 該当の有無:□ 有り
→ 該当の有無 :□ 有り

該当の有無 :□ 有り

該当の有無 :□ 有り

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万 円以下

□ 500万円超

し

じ

無

無

♂
げ
「
‐
Ｊ

自/無し● 寄付金 契約金等の受取(割 当て)額

♂
〆
１
‐
コ

●

●

ｒｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

し

じ

無

無

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式
□ その他(                   )

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式
□ その他(                    )

寄付金・契約金等の受取 (割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

→ 受取の有無 :□ 有り  y無 し

□ 令和2年度

□ 令和3年度

□ 令

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

□ 500万円超

●

●

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

該当の有無 :□ 有り

該当の有無 :□  有り

し

し

無

無

ラ

ー

受取額の内訳】
□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□



♂無し● 寄付金・契約金等の受取 (害1当 て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 令和2年度

□ 令和3年度

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

当該年度における受取額

□ 50万円以下
.□  50万円超～500万 円以下

□ 500万円超

当の有無 :□

該当の有無 :□

じ

じ

無

無

ジ

‐

有

有

【受取額の内訳】

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ その他(                )

企業名(製造企業等): 住化エンノ

● 寄付金・契約金等の受取(害」当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 令和2年度

□ 令和3年度

□ 令和4年度                _

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 令和2年度

□ 令和3年度

□ 令和4年度            ______

● 申請資料等の作成に

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

→ 受取の有無:□ 有り  /無 し

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万 円以下

□ 500万円超

→ 該当の有無 :

→ 該当の有無 :

♂
〆
‐
‐
Ｊ

有

有

□

□

し

じ

無

無

ゴ 無し● 寄付金・契約金等の受取 (害1当 て)額
当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

□ 500万円超

該当の有無 :□ 有り

該当の有無 :□ 有り

し

し

無

無

ラ

ー

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ その他(                  )

受取額の内訳】

□ 寄附金 (奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 特許権 '特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式



企業名剛 浩企業等): フジタ製薬株式会社

【受取額の内訳】

□ 寄附金 (奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ その他(                   )

● 寄付金・契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 令和2年度

□ 令和3年度

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 令和2年度

□ 令和3年度

→ 受取の有無 :□ 有り ご無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下

じ

し

無

無

→ 該当の有無 :□ 有り
→ 該当の有無 :□ 有り

し

じ

無

無

ピ
♂
「
‐
Ｊ

じ

じ

笠
小
鉦
小

♂
〆
「
‐
Ｊ

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

□ 令和2年度

□ 令和3年度 □ 50万円超～500万円以下

□ □ 500万 円超

● 申請資料等の作 該当の有無 :□ 有り

該当の有無 :□ 有り● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

②食品中のオルド
'ク

ロロベンゼンの残留基準の設定について

鼎 又 籍 驀 轟 辟 得
鐘 甑 鰹 L一

一 一 一
_憂

薮 藻 可 爾
~♂

無し
● 寄付金・契約金等の受取 (害1当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度              当該年度における受取額

ラ

ー

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

□ 500万 円超

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

鋪 錯 巫 砦 饂 糞 評
凶 剛 囮 L―

一 一 =両 面 直 蘭 戸 イ 無し
● 寄付金・契約金等の受取 (割当て)額

当該年度における受取額

万円以下

□ 50万円超～500万 円以下

□ 500万円超

当の有無 :□ 有り

該当の有無 :□ 有り

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ その他(          _      )

□ 寄附金 (奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酎‖

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ その他(                 _⊇



冥 纏 糀 翼 瑣 緩 警
謝 週 幽 囲 L一

一 ― 三 ¬ 繭 正 面 嚢 ピ 無し● 寄付金 契約金等の受取(割 当て)額

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

□ 令和4年 □ 500万円超

→ 該当の有無 :

→ 該当の有無 :

ご 無し● 寄付金・契約金等の受取 (割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 令和2年度

□ 令和3年度

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 令和2年度

□ 令和3年度

□ 令和4年度

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 令和2年度

□ 令和3年度

→ 該当の有無 :□ 有り
→ 該当の有無 :□ 有り

ご 無し● 寄付金・契約金等の受取 (割当て)額

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万 円以下

□ 500万円超

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

□ 500万円超

じ

し

無

無

♂
♂
「
‐
Ｊ

有

有

□

□

し

し

鉦
小
缶
小

ご
ざ
‐
‐
Ｊ

じ

し

無

無

♂
〆
１
‐
Ｊ

与

ると考えられる特別の利害関係じさせ呻轟
“

一
ヽ

鋤
鞠

訓
∝
朝

輔
論
鵠

●

●

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

→ 該当の有無 :□ 有り
→ 該当の有無 :□ 有り

□ 寄附金 (奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

【受取額の内訳】

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酎‖

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ その他(                )
● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□



企業名(製造企業等): 住化エンノヽ rロメンタルサイエンス株式会社
● 寄付金・契約金等の受取 (割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 令和2年度

□ 令和3年度

□ 令和4年

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

→ 受取の有無 :□ 有り ♂無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万 円以下

□ 500万円超

し

し

無

無

レ

ー

有

有

□

□

●

●

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

し

し

缶
（
霊
小

ｒ

ｒ

「
‐

‐

∃

じ

じ

無

無

♂
〆
η
‐
Ｊ

有

有

□

□

→ 該当の有無 :

→ 該当の有無 :

舗 錯 欅 斃 論 轟 評
盛 雌 L―

― ― ― =毒 而 訂

「

証 ご 無し● 寄付金 ,契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 令和2年度

□ 令和3年度

□ 令和4年度

こ密接に関与 → 該当の有無 :□ 有り
→ 該当の有無 :□ 有り審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

鮮 舞 欅 築 譴 』 響
艶 劇 壺 L―

― ― 一 T繭 踊 両 爾 戸 ご 無し● 寄付金・契約金等の受取(割 当て)額

●

●

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

□ 500万円超

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

□ 500万円超

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 令和2年度

□ 令和3年度

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

該当の有無 :

該当の有無 :

□ 寄附金 (奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ その他(                  )

【受取額の内訳】

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ その他(                   )

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ その他(                  )     ・

特記事項

□



③食品中のクロキサシリンの残留基準の設定について

企業名(製造企業等): Meiii Sekaファルマ株式会社
● 寄付金・契約金等の受取 (割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 令和2年度
□ 令和3年度

□ 令和4年度

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 令和2年度
□ 令和3年度

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
特記事項

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度
□ 令和2年度

□ 令和3年度
□ 令和4年

→ 受取の有無 :□ 有り ♂無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

□ 500万円超

●

●

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

し

じ

無

無

ラ

ー

じ

じ

無

無

ご
ざ
「
‐
∃

有

有

□

□

●

●

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

し

し

無

無

ご
ざ
‐
‐
Ｊ

→ 該当の有無 :□ 有り
→ 該当の有無 :□ 有り

→ 該当の有無 :

→ 該当の有無 :

該当の有無 :□ 有り

該当の有無 :□ 有り

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

□ 500万円超

舗 錯 欅 蒲 諮 射 評
跳 盤 ヒ

ー ー ー ー =毒 而 証

「 「

ピ 無し● 寄付金・契約金等の受取 (害」当て)額

企業名 (製造企業等): フジタ製薬株式会社
● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額 → 受取の有無:□ 有り  ご 無し

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万 円以下

□ 500万円超

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

□ 寄附金 (奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

受取額の内訳】
□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式
□ その他(                  )

□ 寄附金 (奨学寄付金含む)         □ 研究契約全   ロ コンサルタント料・指導料
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□



④食品中のナイカルバジンの残留基準の設定について

ジ

ー

有

有

じ

し

鉦
小
缶
小

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万 円以下

□ 500万円超

該当の有無 :

該当の有無 :

有

有

□

□

し

し

缶
（
鉦
小

「
―
―
‐
‐
‐
‐
Ｊ

ゴ
ゴ

舗 霧 熾 翡 鵞 轟 計
幽 塑 出 上

一 ― 一 =舜 繭 蒸 藤

「

♂ 無し● 寄付金・契約金等の受取 (割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 令和2年度

□ 令和3年度

□ 令和4年度

● 申請資料等の作成に密接に関与 該当の有無:□

該当の有無 :□● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

⑤食品中のエトフェンプロックスの残留基準の設定について

舗 鮎 羅 案 乳 爵 が
出 刻 撞 批

一 ― ― 一 T繭 而 面 ¬ 戸 ゴ 無し● 寄付金・契約金等の受取(割 当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 令和2年度

□ 令和3年度

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

⑥食品中のテトラコナゾールの残留基準の設定について

企業名 (申請企業等): アリスタライフサイエンス株式会社

【受取額の内訳】

□ 寄附金 (奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ その他(                  )

□ 寄附金 (奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ その他(                  )

● 寄付金・契約金等の受取 (割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 令和2年度

□ 令和3年度

□

料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

→ 受取の有無 :□ 有り ゴ 無し

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万 円以下

□ 500万円超

し

じ

無

無

♂
ピ
‐
‐
Ｊ

有

有

□

□

●

●

ｒｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

該当の有無 :

該当の有無 :

□ 寄附金 (奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万 円以下



⑦食品中のフェンピロキシメートの残留基準の設定について

企業名(申請企業等):  日本農薬株式会社
● 寄付金・契約金等の受取 (割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 令和2年度

□ 令和3年度

□ 令和4年

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

1特

記事項

③食品中のフルエンスルホンの残留基準の設定について

企業名(申請企業等): アダマ・ジヤノシ株式会社

→ 受取の有無 :□ 有り ♂無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万 円以下

□ 500万円超

該当の有無 :□

該当の有無 :□

し

し

無

無
「
―
―
―
―
―
―
∃

ご

ざ
有

有

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 特許権 特許使用料・商標権による報Dll

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

● 寄付金・契約金等の受取 (割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 令和2年度

□ 令和3年度

□ 令和4年

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

⑨食品中のフロラスラムの残留基準の設定について

→ 受取の有無 :□  有り ♂無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万円以下

□ 500万円超

♂
ゴ
「
「
‐
Ｊ

有

有

●

●

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

→ 該当の有無 :□
→ 該当の有無:□

し

し

無

無

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ その他(                  )

:  ダウ・アグロサイエ)

金・契約金等の受取 (割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金 契約金等を受け取つた年度

□ 令和2年度

□ 令和3年度
□

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

受取の有無 :□ 有リ  ビ  無し

当該年度における受取額

□ 50万円以下

□ 50万円超～500万 円以下

□ 500万 円超

該当の有無 :□

該当の有無 :□

し

し

缶
小
霊
小

♂
♂
「
‐
Ｊ

有

有

●

●

ＦＩ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

□ 寄附金(奨学寄付金含む)         □ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料  □    原稿執筆料    □ 当該企業の株式

□ その他(                  )



（ 宛　先 ）

〒100－8916 東京都千代田区霞が関１－２－２
電話　 03（5253）1111　（内線4289）

03（3595）2423　（18時以降）
FAX 03－3595－2432　（残留農薬等基準審査室ＦＡＸ）

令和　　　年　　　月　　　日

令和4年4月28日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬･動物用医薬品部会

現　職

氏　名

③食品中のクロキサシリンの残留基準の設定について

厚生労働省　医薬・生活衛生局
　食品基準審査課　残留農薬等基準審査室　宛

寄付金・契約金等受取（割当て）額等回答表

　以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取（割当て）額等について、別紙のとおり回
答する。

①食品中の塩化ジデシルジメチルアンモニウムの残留基準の設定について

②食品中のオルトジクロロベンゼンの残留基準の設定について

④食品中のナイカルバジンの残留基準の設定について

⑤食品中のエトフェンプロックスの残留基準の設定について

⑥食品中のテトラコナゾールの残留基準の設定について

⑦食品中のフェンピロキシメートの残留基準の設定について

⑧食品中のフルエンスルホンの残留基準の設定について

⑨食品中のフロラスラムの残留基準の設定について



企業名（製造企業等）： 株式会社大阪製薬
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和２年度 □ ５０万円以下

□ 令和３年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和４年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（製造企業等）： 株式会社科学飼料研究所   
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和２年度 □ ５０万円以下

□ 令和３年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和４年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（製造企業等）： 共立製薬株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和２年度 □ ５０万円以下

□ 令和３年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和４年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

①食品中の塩化ジデシルジメチルアンモニウムの残留基準の設定について



企業名（製造企業等）： サンケミファ株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和２年度 □ ５０万円以下

□ 令和３年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和４年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（製造企業等）： 住化エンバイロメンタルサイエンス株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和２年度 □ ５０万円以下

□ 令和３年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和４年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（製造企業等）： 日本全薬工業株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和２年度 □ ５０万円以下

□ 令和３年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和４年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項



企業名（製造企業等）： フジタ製薬株式会社   
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和２年度 □ ５０万円以下

□ 令和３年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和４年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（製造企業等）： 株式会社大阪製薬
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和２年度 □ ５０万円以下

□ 令和３年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和４年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（製造企業等）： 株式会社科学飼料研究所   
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和２年度 □ ５０万円以下

□ 令和３年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和４年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

②食品中のオルトジクロロベンゼンの残留基準の設定について



企業名（製造企業等）： 株式会社養日化学研究所
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和２年度 □ ５０万円以下

□ 令和３年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和４年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（製造企業等）： 共立製薬株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和２年度 □ ５０万円以下

□ 令和３年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和４年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（製造企業等）： サンケミファ株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和２年度 □ ５０万円以下

□ 令和３年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和４年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項



企業名（製造企業等）： 住化エンバイロメンタルサイエンス株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和２年度 □ ５０万円以下

□ 令和３年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和４年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（製造企業等）： フマキラー株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和２年度 □ ５０万円以下

□ 令和３年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和４年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（製造企業等）： 明治薬品工業株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和２年度 □ ５０万円以下

□ 令和３年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和４年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項



企業名（製造企業等）： Meiji Seika ファルマ株式会社   
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和２年度 □ ５０万円以下

□ 令和３年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和４年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（製造企業等）： 共立製薬株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和２年度 □ ５０万円以下

□ 令和３年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和４年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（製造企業等）： フジタ製薬株式会社   
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和２年度 □ ５０万円以下

□ 令和３年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和４年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

③食品中のクロキサシリンの残留基準の設定について



企業名（製造企業等）： エランコジャパン株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和２年度 □ ５０万円以下

□ 令和３年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和４年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（申請企業等）： 三井化学アグロ株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和２年度 □ ５０万円以下

□ 令和３年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和４年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（申請企業等）： アリスタライフサイエンス株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和２年度 □ ５０万円以下

□ 令和３年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和４年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

④食品中のナイカルバジンの残留基準の設定について

⑤食品中のエトフェンプロックスの残留基準の設定について

⑥食品中のテトラコナゾールの残留基準の設定について



企業名（申請企業等）： 日本農薬株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和２年度 □ ５０万円以下

□ 令和３年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和４年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（申請企業等）： アダマ・ジャパン株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和２年度 □ ５０万円以下

□ 令和３年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和４年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

企業名（申請企業等）： ダウ・アグロサイエンス日本株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額 → 受取の有無： □ 有り □ 無し

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度 当該年度における受取額

□ 令和２年度 □ ５０万円以下

□ 令和３年度 □ ５０万円超～５００万円以下

□ 令和４年度 □ ５００万円超

　【受取額の内訳】

□ 寄附金（奨学寄付金含む） □ 研究契約金 □ コンサルタント料・指導料

□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬

□ 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

● 申請資料等の作成に密接に関与 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係 → 該当の有無： □ 有り □ 無し

特記事項

⑦食品中のフェンピロキシメートの残留基準の設定について

⑧食品中のフルエンスルホンの残留基準の設定について

⑨食品中のフロラスラムの残留基準の設定について
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(宛先）

厚生労働省医薬・生活衛生局
食品基準審査課残留農薬等基準審査室宛

〒100—8916

電話

FAX

東京都千代田区霞が関1-2-2
03(5253)1 111(内線4289)
03(3595)2423 (18時以降）
03-3595-2432 (残留農薬等基準審査室FAX)

寄付金・契約金等受取(割当て)額等回答表

令和多年乎月2/日
令和4年4月28日薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取(割当て)額等について、別紙のとおリ回
答する。

①食品中の塩化ジデシルジメチルアンモニウムの残留基準の設定について

②食品中のオルトジクロロベンゼンの残留基準の設定について

③食品中のクロキサシリンの残留基準の設定について

④食品中のナイカルバジンの残留基準の設定について

⑤食品中のエトフェンブロックスの残留基準の設定について

⑥食品中のテトラコナゾールの残留基準の設定について

⑦食品中のフェンピロキシメートの残留基準の設定について

⑧食品中のフルエンスルホンの残留基準の設定について

⑨食品中のフロラスラムの残留基準の設定について

現職国立医薬品食品衛生研究所食品部主任研究官

   氏名ノ X 一 了 



①食品中の塩化ジデシルジメチルアンモニウムの残留基準の設定について

企業名（製造企業等）：株式会社大阪製薬
寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和2年度

口令和3年度

口令和4年度

  受取の有無：口有リぱ無し
当該年度における受取額

口 50万円以下

-口 50万円超~500万円以下

口 500万円超

【受取額の内訳】

口寄附金(奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

  口講演料 口原稿執筆料

口 その他（

口研究契約金

口 当該企業の株式

ロコンサルタント料・指導料

)

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口有り

該当の有無：口有り

 無し

 β 無し

企業名（脚浩企業塞）：秩式会計科学飼料研究所

寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和2年度

口令和3年度

口令和4年度

【受取額の内訳】

口寄附金(奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料口原稿執筆料

 π その他（

受取の有無：口有り Ef 無し
当該年度における受取額

口 50万円以下

-口 50万円超~500万円以下

口 500万円超

口研究契約金

口 当該企業の株式

)

ロ コンサルタント料・指導料

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口有り IZf無し
該当の有無：口有り 0 無し

企業名（製造企業等）：共立製薬株式会社

・寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和2年度

口令和3年度

口令和4年度

一受取の有無：口有り 0 無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

ー ロ 50万円超~500万円以下

.口 500万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金(奨学寄付金含む）口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口原稿執筆料口 当該企業の株式

   口 その他（）J
  ・申請資料等の作成に密接に関与―該当の有無：口有り eT無し
  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係該当の有無：口有り Ef無し

  「特記事項π



該当の有無：口有り

一該当の有無：口有り

―受取の有無：口有り 0 無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

ーロ 50万円超~500万円以下

.口 500万円超

・寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有リの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和2年度

口令和3年度

口令和4年度

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

企業名（製造企業等):日本全薬工業株式会社

・寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和2年度

口令和3年度

口令和4年度

―受取の有無：口有リ 0 無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

-口 50万円超~500万円以下

.口 500万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金(奨学寄付金含む）口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料口原稿執筆料口 当該企業の株式

  口 その他（）

  ・申請資料等の作成に密接に関与該当の有無：口有り 材無し

  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係該当の有無：口有り 0無し

  「特記事項1

企業名（製造企業等）：サンケミファ株式会社
・寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和2年度

口令和3年度

口令和4年度

受取の有無：口有り 0 無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

-口 50万円超~500万円以下

.口 500万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金(奨学寄付金含む）口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料口原稿執筆料口当該企業の株式

口その他（

)

・申請資料等の作成に密接に関与 一該当の有無：口有り eT無し

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

―該当の有無：口有り 0 無し

企業名（製造企業等）：件化エンバイロメンタルサイエンス秩式会計

  口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口 当該企業の株式

【受取額の内訳】

口寄附金(奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料口原稿執筆料

口 その他（

無
無

凶
&
|



企業名（製造企業等）：フジタ製薬株式会社
・寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和2年度

口令和3年度

口令和4年度

一受取の有無：口有り 酎無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

ー ロ 50万円超~500万円以下

.口 500万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金(奨学寄付金含む）口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料口原稿執筆料口当該企業の株式

  口 その他（）

  ・申請資料等の作成に密接に関与一該当の有無：口有り 必無し
  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害間係一該当の有無：口有り sf無し

  「特記事項1

②食品中のオルトジクロロベンゼンの残留基準の設定について

企業名（製造企業等）：株式会社大阪製薬
・寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和2年度

口令和3年度

口令和4年度

受取の有無：口有り 材無し
当該年度における受取額

 π 5〇万円以下

ー ロ 50万円超~500万円以下

.口 500万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金(奨学寄付金含む）口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料口原稿執筆料口当該企業の株式

   口 その他（）J
  ・申請資料等の作成に密接に関与該当の有無：口有り ば無し
  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係―該当の有無：口有り ゴ無し
  「特記事項1

企業名（製造企業等）:秩式会計科学飼料研究所
・寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和2年度

口令和3年度

口令和4年度

―受取の有無：口有り ぼ無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

ー ロ 50万円超~500万円以下

.口 500万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金(奨学寄付金含む）口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口原稿執筆料口当該企業の株式

  口 その他（）

  ・申請資料等の作成に密接に関与―該当の有無：口有り 5/無し
  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係―該当の有無：口有り 5/無し
  「特記事項1



企業名（製造企業築）：秩式会社蕃日化学研究所

・寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和2年度

口令和3年度

口令和4年度

一受取の有無：口有り 河無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

ー ロ 50万円超~500万円以下

.口 500万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金(奨学寄付金含む）口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料口原稿執筆料口 当該企業の株式

  ーロ その他（）
  ・申請資料等の作成に密接に関与一該当の有無：口有り ef無し
  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係-該当の有無：口有り ぼ無し

  「特記事項1

企業名（製造企業等):共立製薬株式会社
・寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和2年度

口令和3年度

一受取の有無：口有り or無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

-口 50万円超~500万円以下

  口令和4年度口 500万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金(奨学寄付金含む）口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口原稿執筆料口当該企業の株式

  口 その他（）

  ・申請資料等の作成に密接に関与該当の有無：口有り Bf無し

   ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係一該当の有無：口有り無し

  「特記事項1

企業名（製造企業等）:サンケミファ株式会社

・寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和2年度

口令和3年度

口令和4年度

-*受取の有無：口有り gf 無し
当該年度における受取額

口 50万円以下

-口 50万円超~500万円以下

.口 500万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金(奨学寄付金含む）口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料口原稿執筆料口 当該企業の株式

   口その他（）J
  ・申請資料等の作成に密接に関与―該当の有無：口有り Ef無し
  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係一該当の有無：口有り sr無し

  「特記事項1



  企業名（製造企業等): 住化エンバイロメンタルサイエンス秩式会社
寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和2年度

口令和3年度

口令和4年度

受取の有無：口有り 立無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

ー ロ 50万円超~500万円以下

.口 500万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金(奨学寄付金含む）口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料口原稿執筆料口当該企業の株式

口その他(

)

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

一該当の有無：口有り ET無し

該当の有無：口有り ぼ無し

企業名（製造企業等）：フマキラー株式会社
・寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和2年度

口令和3年度

口令和4年度

  ―受取の有無：口有り無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

ー ロ 50万円超~500万円以下

.口 500万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金(奨学寄付金含む）口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料口原稿執筆料口当該企業の株式

  口 その他（）

   ・申請資料等の作成に密接に関与該当の有無：口有り無し

  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係―該当の有無：口有り 0 無し

  「特記事項1

企業名（製造企業塞）：明治基品工業株式会社
・寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和2年度

口令和3年度

口令和4年度

受取の有無：口有り 苗無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

ー ロ 50万円超~500万円以下

.口 500万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金(奨学寄付金含む）口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料口原稿執筆料口当該企業の株式

  口 その他（）

  ・申請資料等の作成に密接に関与―該当の有無：口有り Ef無し
  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係一該当の有無：口有り ぼ無し

  「特記事項1



③食品中のクロキサシリンの残留基準の設定について

企業名（製造企業等）:Meiii Seikaフアルマ秩式会粁

寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和2年度

口令和3年度

口令和4年度

受取の有無：口有り sf 無し
当該年度における受取額

口 50万円以下

口 50万円超~500万円以下

口 500万円超

【受取額の内訳】

口寄附金(奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料口原稿執筆料

口その他（

口研究契約金

口 当該企業の株式

)

ロ コンサルタント料・指導料

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さ|こ疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口有り

該当の有無：口有リ

ef無し
ぼ無し

企業名（製造企業等）：共立製薬株式会社

寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和2年度

口令和3年度

口令和4年度

【受取額の内訳】

口寄附金(奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

  口講演料 口原稿執筆料

 π その他（

受取の有無：口有り Ef 無し
当該年度における受取額

口 50万円以下

-口 50万円超~500万円以下

口 500万円超

口研究契約金

口当該企業の株式

ロコンサルタント料・指導料

)

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口有り

該当の有無：口有り

ば無し
ぼ無し

並> 名(製造企業一等）：フジタ製薬株式会社
・寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和2年度

口令和3年度

口令和4年度

【受取額の内訳】

口寄附金(奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料口原稿執筆料

口その他（

  受取の有無：口有り無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

-口 50万円超~500万円以下

口 500万円超

口研究契約金

口 当該企業の株式

)

ロコンサルタント料・指導料

申請資料等の作成に密接に関与

審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

該当の有無：口有り

該当の有無：口有り

0*無し

 無し



―該当の有無：口有り

-*該当の有無：口有り

受取の有無：口有り 0 無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

ー ロ 50万円超~500万円以下

.口 500万円超

・寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和2年度

口令和3年度

口令和4年度

・申請資料等の作成に密接に関与

・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

「特記事項

⑤食品中のエトフェンブロックスの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）:三林化学アヴロ秩式会計
・寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和2年度

口令和3年度

口令和4年度

―受取の有無：口有り 功無し
当該年度における受取額

口 50万円以下

-口 50万円超~500万円以下

.口 500万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金(奨学寄付金含む）口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料口原稿執筆料口当該企業の株式

  口 その他（）

  ・申請資料等の作成に密接に関与―該当の有無：口有り ぱ無し
   ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係一該当の有無：口有り無し

  「特記事項π

⑥食品中のテトラコナゾールの残留基準の設定について

企業一名（宅館企業一等）：アリスタライフサイエンス秩式会計
寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和2年度

口令和3年度

口令和4年度

受取の有無：口有り Ef無し
当該年度における受取額

1 口 50万円以下
r 口 50万円超~500万円以下

i 口 500万円超
【受取額の内訳】

   口寄附金(奨学寄付金含む）口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口原稿執華料口当該企業の株式

  口 その他（）

  ・申請資料等の作成に密接に関与該当の有無：口有り ば無し
  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係-*該当の有無：口有り eT無し
  「特記事項1

  口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口 当該企業の株式

)

【受取額の内訳】

口寄附金(奨学寄付金含む）

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料口原稿執筆料

口 その他（

④食品中のナイカルバジンの残留基準の設定について

企業名（製造企業等）：エランコジャパン株式会社

無
無

EziEZ|



⑦食品中のフェンピロキシメートの残留基準の設定について

企業名（申請企棄等）：日本・基秩式会計
拳寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和2年度

口令和3年度

口令和4年度

―受取の有無：口有り ぼ無し

当該年度における受取額

口 50万円以下

ー ロ 50万円超~500万円以下

.口 500万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金(奨学寄付金含む）口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料口原稿執筆料口 当該企業の株式

   口その他（）一|
  ・申請資料等の作成に密接に関与―該当の有無：口有り sf無し
  拳審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係一該当の有無：口有り 0"無し

  「特記事項1

⑧食品中のフルエンスルホンの残留基準の設定について

   企業名（申請企業等）：アダマ・ジャパン株式会社  /
  ・寄付金・契約金等の受取(割当て)額受取の有無：口有り 0 無し

  受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度当該年度における受取額

  口令和2年度1 口 50万円以下
口令和3年度

口令和4年度

-口 50万円超~500万円以下

口 500万円超

【受取額の内訳】

   口寄附金(奨学寄付金含む）口研究契約金ロコンサルタント料・指専料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

    口講演料口原稿執筆料口当該企業の株式

   口その他（）\
  ・申請資料等の作成に密接に関与―該当の有無：口有り ef無し
   ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係-該当の有無：口有り無し

  「特記事項π

⑨食品中のフロラスラムの残留基準の設定について

企業名（申請企業等):ダウ・アヴロサイエンス日太秩式会計

・寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

口令和2年度

口令和3年度

口令和4年度

  受取の有無：口有り無し

当該年度における受取額

1 口 50万円以下
口 50万円超~500万円以下

J 口 500万円超
【受取額の内訳】

   口寄附金(奨学寄付金含む）口研究契約金ロコンサルタント料・指導料

口特許権・特許使用料・商標権による報酬

   口講演料 口原稿執筆料口当該企業の株式

  口 その他（）

  ・申請資料等の作成に密接に関与一該当の有無：口有り eT無し
  ・審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係―該当の有無：口有り ば無し

  「特記事項π






































